
衆議院外務委員会 (090522)質 問要旨

衆議院議員 武正公一

1、  谷内政府代表発言について (谷内政府代表、外務大臣)

2、  日露首脳会談における成果につぃて (外務大臣)

3、  ゼロヘの条件 世界的核軍縮のための 11の指標について (外務大臣)

4、  大型連休中の首相、外相外国訪間について (外務大臣)

5、  アデン湾ソマリア沖における護衛実績について (外務大臣、防衛省)

6、  P3C哨 戒機派遣命令について (外務大臣、防衛省)
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冒
頭
で
断

●
て
お
く
が
　
日
口
の
領
上

間
層
の
解
決
策
と
し
て

筆
者
は

「３
　
５

島
返
還
論
」
を
か
つ
て

一
度
も
支
持
し
た

こ
と
が
な
い

「３
　
５
島
返
還
論
・
を
め
ぐ
る
職
動
が

持
ち
上
が
る
直
前
に
　
北
方
四
島
を
前
浜

に
菫
む
北
海
道
で
■
っ
た
日
本
経
済
新
聞

■
の
議
漬
会
で
こ
う
述
べ
た

「私
は
，
交
を
扱
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ｔ

し
て
　
歴
史
的
経
絆
か
ら
み
で
も
　
法
と

正
霰
に
照
ら
し
て
も
　
北
方
四
島
は
日
本

固
有
の
値
土
だ
と
思
，
　
そ
れ
ゆ
え
　
２

島
だ
　
４
島
だ
　
い
や
３
　
５
島
だ
と
い

っ
た
●
渉
の
進
め
方
に
疑
間
を
抱
か
ぎ
る

を
得
な
い
．
バ
ナ
十
の
叩
き
元
―
の
よ
う

な
発
想
そ
の
も
の
が
間
違
っ
て
い
る
」

こ
の
２
月
に
す
＾
リ
ン
で
，
わ
れ
た
会

議
で
日
口
の
首
脳
は

、従
来
の
発
想
に
国

わ
れ
な
い
　
独
創
的
■
型
に
は
ま
ら
な

い

ア
プ
０
１
チ
を
と
る
」
こ
と
で
合
意
し
た

「
バ
ナ
ナ
０
叩
き
売
，
・
で
は
な
―
　
「■

創
的
な
解
，
策
」
で
　
日
，
の
喉
元
に
突

〓
刺
さ
っ
た
領
三
問
題
ｔ
い
う
幅
を
，
こ

う

０
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
　
も
っ
と
も
「バ

ナ
十
の
叩
ま
売
，
」
Ｌ
蔑
む
が
　
そ
れ
と

て
足
し
て
二
で
割
る
よ
う
な
単
純
な
も
の

で
は
な
い
　
そ
の
名
人
芸
を
見
た
こ
と
が

あ
る
●
　
売
，
手
が
客
と
交
わ
す
●
，
と

，
は
ま
こ
と
に
奇
想
天
外
で
独
創
約
ｔ
●

北
方
領
土
は
独
裁
者
ス
タ
ー
，
ン
に
よ

っ
て
強
奪
さ
れ
た
　
そ
れ
０
え
領
上
問
廼

ぼ
ロ
ロ
関
係
を
絆
る
ス
タ
ー
，
一
ズ
ム
の

及
津
だ
と
説
明
う
れ
る
　
だ
が
そ
こ
に
は

冷
戦
の
戦
士
ジ
ョ
ン
　
フ
ォ
ス
タ
ー
　
′

レ
ス
の
影
も
落
ち
て
い
た
　
極
東
の
要
た

る
日
本
を
西
側
同
盟
に
組
み
込
ん
■
お
く

た
め
　
，

レ
ス
が
日
本
Ｌ
ソ
連

（当
時
）

の
間
に
打
っ
た
楔
ｒ
北
方
四
島
だ
っ
た
．

北
方
置
土
を
敢
え
て
未
解
決
の
ま
ま
に
し

て
お
く
こ
と
で
　
日
本
の
中
立
化
を
阻
も

，
と
し
た
の
で
あ
る
．

冷
た
い
戦
争
が
終
わ
っ
て
す
で
に
ｍ
年

が
経
と
う
と
し
て
い
る
．
だ
が
　
日
本
と

贅
■
ロ
シ
ア
は
　
未
だ
に
ス
タ
ー
リ
ン
と

ダ
Ｌ
ス
の
亡
霊
に
操
ら
れ
て
い
る
　
燎
■

交
渉
は
打
開
の
糸
口
す
ら
見
出
せ
ず
　
両

国
は
冷
戦
の
呪
縛
か
ら
扉
き
放
た
れ
て
い

な
い

「３
　
５
島
返
還
論
」
を
め
―
る
騒

動
は
　
そ
ん
な
現
よ
を
端
な
で
も
露
皇
し

イ
い
る

＊

今
回
の
不
可
痒
な
騒
ざ
は
　
４
月
ｒ
日

付
年
同
新
聞
の
地
味
な
記
事
か
ら
始
ま
つ

た
。
一イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

『急
娑
近
一
　
日
米

同
盟
　
ど
う
発
展
さ
せ
ま
す
か
―
」
で
さ

内
正
太
郎
政
府
代
表

（前
外
務
事
務
次
官
）

に
当
面
の
■
交
問
題
に
つ
い
て
聞
い
て
い

る
　
記
事
の
最
後
に
　
０
一■

の
プ
ー
チ

ン
首
相
の
来
日
を
控
た
て
　
サ
＾
リ
ン
会

議
■
合
意
し
た

、独
創
的
な
ア
デ
０
１
チ

‥
は
何
を
意
味
す
る
の
か
」
と
質
し
て
い
る

谷
内
“
府
代
表
は
　
≡
ネ
ル
ギ
ー

環
境

北
東
シ
く
，
ア
の
開
発
と
い
っ
た
世
大
な

戦
略
約
構
図
を
提
示
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通

し
て
　
北
方
，
ｔ
円
置
を
解
ユ
す
べ
き
だ

ろ
う
と
述
べ
て
い
る

「そ
れ
か

『
型
に
は
ま
ら
な
い
」
ア
プ

ロ

ー
チ
だ
一

返
還
後
の
北
■
四
島
を
非
軍
事
化
す
る

こ
と
も
ひ
と
つ
の
“
ュ
策
だ
と
し
て
ス
の

よ
う
に
述
べ
た
と
記
事
は
言
う

「私
は
３
　
５
島
で
も
い
い
の
で
は
な
い

か
Ｌ
考
え
て
い
る
．
北
方
四
島
を
両
国
の

つ
ま
す
き
の
石
に
し
な
い
と
い
う
意
思
が

人
事
た
」

‥
　
〓
島
返
還
と
は
　
北
方
四
島
の
面

積
を
三
分
す
●
ぼ
　
歯
舞
　
色
■
　
国
後

の
‥
島
に
加
え
一ｔ
，
■
の
一
部
が
日
‘
に

選
っ
イ
く
る
こ
と
な
い
う
　
こ
の
３
　
５

島
返
還
論
は
　
，
上
問
題
の
研
究
者
が
以

前
か
ら
提
唱
し
て
い
た
解
決
策
の
ひ
と
つ

だ
っ
た
。
そ
■
に
ヒ
ン
ー
を
得
た
の
だ
ろ

う
　
応
〓
首
相
が
，
相
時
代
に
国
会
答
亨

と
言
っ
，
も
後
の
祭
，
な
の
で
あ
る
．

＊

今
回
の
騒
動
で
何
よ
，
　
残
念
で
な
ら

な
い
の
は
　
「型
に
は
ま
ら
な
い
　
独
創
的

な
ア
プ

ロ
ー
チ
」
が
日
口
の
双
方
で
影
を

０
そ
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ

地
球
環
境
の
分
野
で
　
日
口
が
真
珂
に

手
を
携
え
よ
う
と

い
う
な
ら
　
温
暖
化
の

進
■
で
日
上
が
力
に
洗
む
南
大
平
洋
諸
国

に
北
万
〓曽
島
を
分
け
与
え
て
国
家
の
与
続

を
助
け
て
も
い
い

北
極
の
水
が
，
け
て
北
西
航
騰
が
問
か

れ
つ
つ
あ
る
今
　
回
●
‥
Ｆ
掟
に
回
●
共

同
つ
一
ス
流
道
拠
点
を
築
１
つ
１，
い
い

ｔ
ｉ
民
た
る
千
島
，
イ
メ
の
人
マ
Ｌ
■

方
四
島
の
将
来
を
手
ｔ
ｆ
‘

し
い
国
の
ヽ

―
方
を
■
〓
十
ら
の
も
い
い

［
口
両
コ
が
持
つ
原
子
力
技
術
を
糾
合

し
て
　
北
方
四
島
に
，
４
料
＋
４
，
，
の

前
た
な
拠
点
を
ヽ
ヤ
　
極
末
の
一
人
工
■

ル
ギ
ー
■
給
基
地
に
■
る
の
も
い
¨

こ
う
し
た
，
瞑
の
可
能
性
を
対
［
し
´

ｎ
弊
，
諦
書
を
紀
■
て
―
に
な
　
〓

か
に

ほ
‥
そ
■
０
つ
は
　
冷
た
い
Ｌ
ｉ
つ
イ
デ

オ
●
―
′
た
ち
ヽ
」ろ
，
　
■
＋
〓
，ヽ
タ
ー

ー
，
こ
′
レ
ス
　
ｔ
け
ら
，
生
Ｌ
プ
ー
■

ン
を
走
ら
，
―

―

■
〓
愚
を
■
し
て
〓

■
１
な
い
．

■^
■
，
一
―
■
・
，
１
一
〇

で
■
露
し
て
ヽ
一父
当
局
を
驚
か
せ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
当
時
の
谷
内
事
務
次
官
も
麻

生
外
相
に
急
違
面
証
し
て
そ
の
真
意
を
貨

し
た
は
ど
唐
突
な
発
言
早
」
っ
た

そ
の
３
　
５
島
返
還
論
が
い
ま
，
時
点

で
領
土
返
還
運
動
の
関
係
者
を
激
怒
〓
せ

波
紋
を
広
げ
た
の
に
は
理
日
が
あ
る
　
プ

ー
チ
ン
訪
日
を
控
え
て
“
生
内
閣
が
こ
の

，
　
６
島
返
還
案
を
真
到
に
検
討
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
億
測
を
呼
ん
だ

か
ら
だ
．
毎
日
の
記
景
を
引
用
し
た
●
紙

は
　
谷
内
発
言
は
靡
生
首
相
の
言
を
受
け

た
も
の
と
解
説
し
て
い
る

た
が
そ
う
断
じ
る
に
は
　
イ
ン
タ
ビ
一

，
の
記
事
Ｆ
事
草
一で
な
け
■
ば
な
ら
な
い
．

と
こ
ろ
が
当
の
，
内
攻
ｉ
代
表
は
き
っ
ぱ

ｌ
ｔ
香
定
し
て
い
る

一私
は
３
　
・・
島
■
も
い
い
な
Ｉ
ｔ
発
言

し
て
い
な
い

０
内
政
●
■
ま
は
そ
う
言
´
切

っ
″・
記

一景
の
フ
心
部
分
を
置
し
た
　
実
際
は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
Ｉ
一の

＾
１
に
■
Ｆ
■
，・の
だ
ろ

一
シ
ベ
ー
ア
　
バ
イ
プ

フ
イ
ン
か
ら
ｌ
ｌ

ｌ
万
パ
レ
ル
が
極
京
に
よ
治
‘
れ
　
そ
の

■
分
を
日
本
が
引
き
受
け
る
と
ヤ
　
環
境

協
力
　
生
態
系
の
■
存
に
つ
い
て
”
，
す

〓

〓
，
で
あ
１■
〓
　
―
　
，
島
●
返
還
■

手嶋龍一式

も
い
い
と
い
，
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

ヽ
」イ

ン
タ
ビ

＾
―
記
事
ｔ
■
際
の
や
，
と

，
の
違
い
は
Ｅ
然
と
し
で
´
る
　
記
事
を

言
い
た
記
者
は

「私
は
８
　
‥
鳥
で
も
い

い
」
ι
表
現
し
て
い
ら
，
　
そ

ヽ
な
発
言

は
ど
こ
に
ヽ
な
い
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
環
●

北
東
シ
ベ
リ
ア
開
発
を
の
●
っ
て
ロ

ロ
の

戦
略
的
な
絆
Ｆ
強
ま
れ
ば
　
そ
の
結
果
‥

し
て
，
　
５
島
■
返
世
ｔ
あ
る
ル
ー
し
，

な
い
ｔ

一
■
ヽ
な
背
景
記
疇
■

し
て
¨
● 北方領土論の迷走に「冷戦の亡霊」

に
過
ぎ
な
い
。
「私
は

３
　
５
島
で
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考

た
て
い
る
」
と

谷

ｍ
　
内
政
府
ヽ
表
を
主
語

崚
　
に
据
え
る
こ
と
な
ど

候　
許
さ
れ
な
い
．
外
交

蛾　
問
置
で
首
相
の
特
令

出
　
を
常
び
て
い
る
政
府

訥
　
代
表
が
３
　
５
島
返

獅
　
い理を
言
っ
た
の
な
ら

校　
本
来
は
―
面
の
ト
ッ

喩　
プ
で
報
し
る
べ
き
だ

れ　
る
う
　
だ
が
　
そ
ん

嬌　な発
言
は
し
て
いな

嶋　
いのだ
から
言
け
な

か

っ
た

の

で
，の
る

一
カ
の
谷
内
政
府
代
表
の
対
応
に
も
重

人
な
瑕
疵
ｒ
工
る
．
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
タ

ど

，
―
で
は
，
言
が
不
正
確
に
引
用
さ
れ

ら
ｉ
と
は
≡
し
て
珍
し
く
な
い
　
■
務
事

書
次
官
を
務
め
た
ひ

‘
な
ら
　
そ
う
し
た

，
デ
′
ア
の
危
う
〓
を
知

―
つ
て
し
て
い

う
は
■
■
．
デ
ー
チ
ン
訪
日
を
世

え
た
政

治
の
手
節
だ
け
に
　
イ
ン
タ
ピ

ュ
ー
■
つ

発
言
部
分
け
●
ラ
の
段
階
で
長
重
に
千
一

ッ
ク
十
人
き
た

っ
た
ら
う
　
自
１
＋
〓
を

入
れ
，
颯

Ｊ
千
一
〓
■
言
は
し
て
¨
な
●
・

1.ul:,,0, m〔IA '4
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外務委員会 2009522
■t正公一提出 (差替資料)
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小泉総理就任 (平成 13(2001)年 4月 26日)以 降の首脳会談等の機会に

日露政府間で作成された法的拘束力を有しない文書

名称 発出日

貿易経済に関する日露政府間委員会第五回会合の実施に関

する覚書
2001年 12月 1日

国際テロリズムとの闘いに関する日本国外務大臣とロシア

連邦外務大臣の共同声明
2002年 2月 2日

貿易経済 に関する日露政府間委員会第六回会合の実施 に関

する覚書
2002年 10月 14日

日露行動計画の採択に関する日本国総理大臣及びロシア運

邦大統領の共同声明
2003年 1月 10日

日露行動計画 2 0 0 3年 1月 10日

MMカ シヤノフ ロシア連邦首相の日本国公式訪間に関

する共同声明
2003年 12月 16日

貿易経済 に関する日露政府間委員会第七回会合の実施 に関

する覚書
2005年 1月 14日

テロリズムとの闘いにおける協力の分野における行動プロ

グラム
2 0 0 5年 11月 21日

エネツレギー分野における長期協力の基本的方向性 2005年 ‖ 月 21日

エネルギーの個別分野における協力に関する細目 2005年 11月 21日

情報通信技術の分野における協カプログラム 2005年 11月 21日

ロシアのWTO加 盟に関する日露二国間確認文書 2005年 11月 21日

両国国民の相互渡航のための査証制度の簡素化等に関する

覚書
2005年 11月 21日

ロシア連邦の公務員養成計画及び企業経営者養成計画への

日本国の協力の継続のための協カプログラム
2005年 11月 2i日

観光分野における協力の強化に関するプログラム 2005年 11月 21日

大規模な自然災害及び事故の予防及び対処における協力に

関する覚書
2005年 11月 21日

刑事共助及び治安活動の分野における協力に関する覚書 2005年 ‖ 月 21日

極東ロシアにおける原子力潜水艦解体に関する日露非核化

協力委員会と露原子力局との間の実施取決め
2005年 11月 21日

大使館及び総領事館の定員枠拡大に関する交換書簡 2005年 11月 21日

出所 :外務省提出資料



名称 発出日

貿易経済日露政府間委員会極東分科会の地域間交流分科会

への改組に関する覚書
2007年 2月 28日

日本国及びロシア連邦の隣接地域における地震、火山噴火

及び津波の予測、警戒及び対処の分野に関する日本国政府

とロシア連邦政府との間の協カプログラム

2007年 2月 28日

日本国経済産業省とロシア連邦経済発展貿易省との日露貿

易投資協力拡大に関する行動プログラム
2007年 2月 28日

日本国財務省関税局とロシア連邦税関庁との間の協力の発

展の方向性に関する覚書
2007年 2月 28日

貿易経済に関する日露政府間委員会第八回会合の実施に関

する覚書
2008年 10月 21日

原子炉区画陸上保管施設建設事業への協力に関する実施取

決め
2009年 5月 8日

エネルギー効率の向上及び再生可能エネルギーの利用の分

野における協力に関する日露エネルギー当局間の覚書
2009年 5月 12日

海洋生物資源についての違法、無通報、無規制操業及び水

産物の密輸出の防止の分野における今後の協力の基礎に関

する日本国政府とロシア連邦政府との間の覚書

2 0 0 9年 5月 12日

日本国及びロシア連邦の隣接地域における生態系の研究、

保全並びにその合理的及び持続可能な利用の分野に関する

日本国政府とロシア連邦政府との間の協カプログラム

2009年 5月 12日

(了)



麻生総理訪中

平成 21年 4月

外務省
1 麻生総理訪中の日

4月 29日 (水)～30日 (木)

05回 の首脳相互訪間が行われた昨年に続き、本年も、2月 の中曽根外相
の訪中や、3月 の李長春党中央政治局常務委員の訪日、4月 の第2回金
融・世界経済に関する首脳会合とASEAN関連首脳会議の際にそれぞれ行
われた 2回 の日中首脳会談など、ハィレベルの頻繁な対話を維持してい
る。                    ヽ

〔参考i昨年の首脳相互往来〕

5月 胡錦濤国家主席訪日

7月 胡錦濤国家主席訪日 (北 海道洞爺湖サミット)

8月 福田総理訪中   (北 京五輪開会式にも参加)

10月 麻生総理訪中   (ASEM首 脳会合)

12月 温家宝国務院総理訪日 (日中韓首1出会議)

今次訪中の意

OASEAN関 連首脳会議の際の日中首脳会談に続き、麻生総理が訪中し、
中国国家指導者と首脳会談を行うことは、日中間のハイレベルの対話を
維持し、首脳間の信頼、連携を増進する上で有意義。

○今次訪中では、中国側国家指導者(胡錦濤国家主席、温家宝国務院総
理)との間で日中首脳会談を実施し、日中「戦略的互恵関係」の構築のた
めに進めている日中の互恵協力の具体的内容について首脳間で議論す
ることは、互恵協力を深化させ、「戦略的互恵関係」を一層推進する上で
極めて有益。

今次日中首脳会談の主なポイン

◎日中二国間での諸課題

◎国際金融・経済情勢

◎北朝鮮問題

∞

3

ハイレベル交

出所 :外務省提出資料
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出 張 期 間

麻生総理大臣の海外出張について

平成 21年 5月 3日 (日)～ 5月 6日 (水)

チェコ、 ドイッ

出 張 目 的 第 18回 日 ・EU定 期首脳協議 (於 :チェコ)へ の出席、チェコ及

び ドイツ政府要人との会談

松本内閣官房副長官

出張の必要性 ●本年前半の EU議 長国であるチェコとの間で

―
萱胆協董 を実施。同協議は、 1991年 の 日 ・EC共 同宣言に基づ

き原則 として年 1回 開催 (開催地は日欧交互)。日 ・EU定 期首脳協

議は、日本側か ら麻生総理大臣、 EU側 か らクラウス ・チェコ (E

U議 長国)大 統領及びバローゾ欧州委員長が出席。同協議|よ、日 ・

EUの 最高 レベルで政治対話を行 う枠組みであり、首脳 レベルでの

大所高所か らの議論に加え 「日 EU協 力のための行動計画」(20

01年 12月 策定)の 実施状況につきレビューを行 う。EUは 、我

が国と基本的価値を共有するパー トナーであり、世界経済、気候変

動及び国際情勢のほか、 EUの 東方政策 との連携等について意見交

換を行 う。

●チェコ :安保理改革、北朝鮮問題等につき議論を行い、国際場裡に

おける連携の強化を確認。中 ・東欧経済危機克服支援に向け日本 と

しても確固たる姿勢を示すとともに、気候変動、科学技術等の分野

における協力を推進する。

● ドイツ :北朝鮮問題、世界金融 ・経済危機を始めとする重要課題に

ついて連携の強化を確認。また、気候変動問題について、我が国の

中期目標策定に先立ち意見交換する他、安保理改革について、本年

2月 に開始された政府間交渉を踏まえ、改革の意志を再確認する。

出 張 日 程 (日)昼 頃 羽田発

午後 プラハ着、日 チェコ首脳会談

(月)午 前 日 ・EU定 期首脳協議

夜  プラハ発、ベル リン着

(火)昼 頃 日独首脳会談

夜  ベル リン発

(水)午 後 羽田着

先長̈出

者行同

守

4

5月 3日

4日

5日

6日

出所 i外務省提出資料

(了)



中曽根外務大臣の海外出張について

出張期間   4月 28日 (火)夜 ～ 5月 1日 (金)夜

出 張 先   ニュージーラン ド、オース トラリア

出張目的   政府要人等との会談のため

出張の必要性  1 ニュージーラン ドは、基本的価値を共有するアジア太平洋地域の

重要なパー トナーであり、二国間関係のみならず、地域共通の課

題に共に取 り組んでいる。昨年 11月 の総選挙の結果、キー国民

党政権が誕生 してお り、日 ・ニュージーラン ド外相会談、キー首

相表敬等を行 うことは有意義である。

2 オース トラリアとは、従来の経済関係に加え、近年、安全保障 ・

防衛協力が進展 しており、日豪外相会談、ラッ ド首相表敬等のハ

イ レベルでの会談等を行 うことによ り、包括的な戦略関係強化を

目指す。

出張日程   4月 28日 (火)夜   成田発
29日 (水 ・休) (シ ドニー経由)ウ ェリン トン着

日NZ外 相会談、キー首相表敬
30日 (本)   ウェリン トン発

(オークラン ド経由)メ ルボルン着
ラッ ド首相表敬

5月  1日 (金)   メルボルン発
パース着

日豪外相会談

パース発 (ドバィ経由)テ ヘランヘ (※)

※引き続 き、イラン、エジプ トの要人との会談のための出張(御説明済)ヘ

2日 (土)   テヘラン着

イラン要人との会談
3日 (日)      ″

テヘラン発

カイロ着

エジプ ト要人との会談
4日 (月・休)  ″

カイロ発

5日 (火・休) 成田着

Ю

5

出所:外務省提出資料



護衛実績

凛

護衛対象船舶実績
21 5 14(現 在)10

8

(隻)3
1 _4

「=・ 、‐...
2

0

□西航

□東航

1回 目 2回 目 3回 日 4回 目 5回 目 6回 目 7回 目 8回 目 9回 目 10回 日11回 目12回 目13回 目14回 目15回 目16回 目17回 目

防衛省作成

東 航 西 航 合 計 平 均

回 数 8 9 17

護衛隻数 25 30 55 3.2


